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1 はじ めに

近代以降，わが国では多くの統計書が作成されている.特に，第二次!立界大戦以前の近代統計は現

在でも復刻版やマイクロフィルムの形式で、流通しており. @!会図書館をはじめとする大学図書f!Hiなど

に所i哉されている. これらの近代統計は，わがI~Iの近代以降の発展過程を十全に知らせてくれる

しかし， これらの近代統計は，所蔵機関がIlJ~られることに加え，復五IJJ坂の 7jl~[i(fi 1illi格も高官Iliであるj湯

合が多いため，その利用者が一部に限られている. さらに，その利用に際しでも，近代tj， l~年の ïlTIHT村

合併によか統計単位地域が現在の市Illr村界と大きく異なるだけでなく，年次1M']で一致しないものが

多く，通11寺iめな分析が難しい また，統計書に統計単位地域の地I~Iが添付されていることは少なく，

統計地図の作成はもとより，空間分析を行う場合には，当該.1:1三j支の地図の入手-作成から始めなけれ

ばならない.このように，近代統計の地域分析においては，統計の入手や地図作成まで，膨大な作業

プロセスが必I}fとされてきた

一方. Excelなどの簡易データベースソフトの普及， Web上での統計データ公開の進展，そして

GISの普及によって.こうした状況は徐々に改善されつつある.なかでも GISは 前述した作業プロ

セスの短縮と高度な空間分析への展開に大きく貢献してきた. こうした点を銑みて，戦前の地図デー

タや統計データのデジタルイヒおよびその公開は，近代統計を対象とした空IY，I']分析の効率化と深化に寄

与すると考えられる.以上の状況を踏まえ. 2004.11三tJ、降，筑波大学大学院生命環境科学研究科空IM'J

情報科学分野は，近代統計のデータベースイとおよび!日市町村界の地図化を行い 作成データを 11定史

地域統計データ j として WEB_Iこに公開してきた 1) また， これらのデータを利用した WebGISも開

発し，一般利用に供してきた 2) 本稿では， 1歴史地域統計データ」とこれに関連する WebGlSの整

備状況を紹介するとともに.今後の諜題について検討する
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II 1歴史地域統計データjの概要

11歪史地域統計データJは 筑波大学大学院生命環境科学研究科空間情報科学分野の作成による明

治Wjから昭和戦前期の地図(行政界)データと統計データを所収するデータ {l平の総称，および、同名の

ホームページの呼称である 地図データはシェイプデータ (.shp) 形式、統計データはエクセル (.xls)

形式で公開されている(第 i表).公開データとその収録項目は WEB上で、で、きるほか，各デー

タのサンプルの閲覧も可能である(第 llzl). Iお知らせJi:I~\Jでは，新たに公開したデータの通知や公

開データを利用したliJlろE成果を言己]1ましている

実際のデータダウンロードには，ユーザー登録およびパスワードの発行が必要となる.ユーザー登

録は「校史地域統計データ j トップページのリンクから行う 3) ユーザー登録の際に必要な記載事項

は.氏名，所属，データベース利用の目的 利 用者の ιmailアドレスの 4点である.登録直後に入

力した E-mailアドレスにパスワードが送信される.なお，パスワードはユーザー側で任意に設定で

きないため，利用者は何らかの形で、パスワードを記録しておく必要がある

ユーザー登録後，ユーザーネームとパスワードの記入により，データダウンロードページ '1)への

第 1表 f歴史地域統計データjの概要

データ:7=1 Il寺H丹 単位地J或 提供範註I 7f~式 1:I:I~j~ 

行政界データ

大正 lli3tj]WJ行政界データ T'S rliIIlTi::j 全国 shp 地理調査所 ~50 万分の 1 rlil1汀村

界素l:mj
行政界変遷データベース M22 ~ 1-118 11汀丁字 全i主i .xls 各種行政界変遷資料

行政界変j斐データベース M22 ~ 1-118 市IIITi、j 全医i shp 「行政界変遷データベースJ

(地図データ)

明治 24年行政界データ M23 mllfJi"j 一部 shp 「行政界変選データベースJ

統計データ

明治 WJ1:1本全国人 i二l統計 M5 ~ 19 干I'nn;/的:県 全i主i xls 内務省編 f国勢調査以前日本人

データ !こi統計集)rt<:j

共武政表 í~'& )~物件一覧表 M13 ~ 40 市1llIJiliIIIT iサ 全i主| xls 各年共武政表・徴発物件一覧表

明治 33 年日本帝国人口!li))!L~ M33 府県 全i主i xls 内問統計j弓 ~I明治 33 年1:1 本帝 i豆i

統計 人!二!動態統計j
明治1:I:lWJにおける船舶デー M19， 20 }有:県 全 I~I xls 海軍省i監政局海運諜編『汽船表j

タベース など

~"'; 11m国勢調査ililllTi、JiJIjデー T9 Tl'iIHH:j 全i主! xls jブヲ|詩統計局 f第 1IITI国勢調査J

タ

プミ.i:E9 ij:: 1:1 司王子山主|死 I~I統計 T9 }nUf~' 全i主i xls 内i芸j統計f弓 f大正 9{f 1:1本帝匡i

死i玉i統言十j
大正 13ir. . j:失道輸送主要貨 Tl3 府県 全国 xls 鉄道省運輸局『大正 13年鉄道輸

物数量 送主要貨物数量j

第 31亘I@I勢;UIiJ査都道府県7JIj S5 rlilllT村 全j主i .xls 内閣統計局 f第 3四国勢調査j

データ
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@行世界変遷デ}タペース〈明治72-平路10年)(Excl魁式》相互開 06111/28)

第 1図 「歴史地域統計データj

アクセスが可能となる(第 1図).ユーザーネームは特に指定しない限り 登録した E-mailアドレス

である データのリンクをクリックするとダウンロードが開始される.大容量のデータは圧縮データ

(.Izh形式または .Zlp形式).小容量のデータは非庄縮データにて提供される.統計データは汎1'1=J性の

高いエクセル形式で公開されているため，利用者は利用ソフトや自的に応じて，その形式を .csv形

式や .dbf形式に変換できる

E 公開データ

lli-1 行政界データ

1) 1大正・昭和期行政界データj

「大正・昭和期行政界データ jは，後に紹介する大正 9i:1三・昭和 5年の国勢調査データを GIS上で、

表示するために，地理調査所 150 万分の l 市IlfJ・村界素 I-m J をデジタイジングした地I~I データである

各ポリゴンにはオリジナルのポリゴン IDが記載されている.この IDを利用して，大正 9年と昭和 5

年の国勢調査データを地図データと関連付けて GIS 上で、表示することが可能となる(第 21~1)

2) 1行政界変遷データベースj

「行政界変遷データベースjは. 19951':1三時点の町丁字界を単位地域として. 18891':1三(明治 22)か

ら2006年(平成 18)現在まで，その所属自治体の変遷を年次毎に記録したデータベースである(第

3 @).所属自治体の確認作業には，太田.iLfi JlI (1995) などの各種資料を参照し 5) 各年次の I~I 治

体名はいずれも 12月 31Iヨ時点のものとした.明治期以降，わがi認では幾度もの市1I1Ti寸合併:が行われ

きた.なかには，分割併合や越県合併などの複雑な合併二も行われ， これらを詳細に把握することはI!I
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第 2図 f大正.BHtl]JJJi行政界データJ

第 3図 「行政界変遷データベースJ

主主である.本データはこうした市町1寸令官i:の変遷を!HT了字という細密な単位地域で、溜り， t持続的に記

録したという点で囲内でも稀有な地理データである

本データのIIITT字界は，統計情報研究開発センタ一発行のド17:成 7il三 国勢調査IIIT丁・字等l)1J地図(境

域)データjに基づいているら)そのため，同地図データを利用できる環境にある場合には，これと

「行政界変遷データベースjとを結合させて GIS上で利用することが可能となる.そして，本データ

には各年次のフィールドに当時の I~I 治体名が記録されているため これをキーフィールドとして GIS
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上で、統合(デ、イゾルブ)させることで，任意の年次のIEI7111l1J村界を作成することが可能で、ある 7) 地

区iデータのない地域統計を G1S上で利用したい場合に，本データはその有用性を発揮すると考えら

れる.次JJIJ-)、下で紹介する統計データには地図データと関連付けられていないものもあり，これらを

GIS上で、表示する際にも利PFJされよう

3) r明治 2411三行政界データj

「明治 24:fl三行政界データ jは同年に発行された '-1明治 24:(1三徴発物件一覧表jをGlS上で、表示する

ために作成された地I~I データである この地図データは，前項の「行政界変選データベースJと統計

情報開究開発センタ一発行のド12:成 12 1'1三 I~I勢調査 IIIJ了・字等)]Ij地図(境域)データ j を利用して作

成された S) 本データの作成過程の詐*111 については ïf~~ 日::1 ほか (2005) に詳しい.

本データは，現在流通している地I~lデータから作成されているため，他の地図データや統計データ

とのオーバーレイやデータ結合が容易な点を特徴とする また， 71111)IJ IIIJ村f!J1jが制定された直後の市IIIT

村界を再現している点でも有m'I~:の高い地区iデータである. r大正・昭和期行政界データJと同様に，

本データもポリゴン IDを利用して，後述の「明治 24:f:1三徴発物件一覧表jが GIS上で、表示可能で、ある

ただし，これにはポリゴン 10が付与されていない.そのため，公開データセットには地図データの

ほか， 10を付与した「明治 24:f l三徴発物件一覧表j が同 ~;IJ;1 されている.利用者はこれを PFJ いることで，

GIS上で、統計データの表示・分析ができる(第 4@) 
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第4図 íl~:J 治 24 .1 1三行政界データ j と結合させた「明治 24 年鍛発物件一覧表j
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本データは全屈を網羅しておらず\現時点でその公開範囲は一部に I\J~ られる. 2007年 2月現在，

関東地方(東京都・茨城県・栃木県・群馬県・神奈川県・千葉県).近畿地方(大阪府・京都府・兵

産県・滋賀県・奈良県・和歌山県).北陸地方(富山・石川・福井)が公開されている.その他の地

域については，順次公開される予定である

ill-2 明治期統計データ

1) 1明治WjEI本全国人仁j統計データ j

1 1明治~m ，ヨ本全国人!こ!統計データjは 1872年(明治 5) から 1886年(明治 19) にかけて発行され

た人口統計を収録した統計データである(第 2表).わが国では 1871:{:l三(明治 4)に戸籍法が布告され，

翌年からその主管であった当時の内務省により「戸口調査jが行われた.本データには，これに基づ

き作成された最初の人口統計 11ヨ本全国戸籍表jをはじめとする各人口統計が収録されている

ただし「明治期日本全l~l人口統計データ j 所11又各統計と後述の 11ヨ本帝国人口動態統計j による

人口は，戸籍や出入寄留者数の力111徐に基づいているため，その数値は「本籍人仁IJに近いと考えられ

る(速水 1992) .人口学的な意味での「現住人i二IJを収録した人口統計は，大正期から刊行された「国

勢調査jを待たねばならず，本データに所収される数値を利用する場合は注意が必要である しかし

第2表 il明治WjEl本全国人口統計データJ所)1又統計の概要

統計名 1I寺WJ 単位地j或 統計項目(*1Il目)※

日本全国戸籍表 明治 5~9 府県 戸数，人員，男，女，社，寺

日本全国戸口表 i明治 10，11 府県 人員， I:U生，死亡

日本全i翠15111:R分人口表 i明治 12 糊!日i霊i 区若sl開村数男数女数男女数

El本全国人口表

全国人口表 I~引合 13 府県， 11:11謹1.区1m

者ISI:R分人!こi表 1~:Jif:ì 14 j奇~~*. 11ヨi謹1.区若11
皇族・家族・氏族平氏合計(戸主，家族)• 
年齢i玄分 (7il三， 20 ij三.50 i]三.80 ij三)，増減(出

管轄分人口表 i明治 14 府県
生，死亡 除去普)

i王i分人j二i表 !明治 14 !日図

El本全国戸口表

者15区分人口表 !持治 15，16 IH県， 11:11霊1. 1:R;f:i11 皇族家族氏族・平氏合計(戸主，家族)， 

管轄分人口表 I~~i台 15 ， 16 j奇県 年ifl令I:R分 (7ii三.20 ij三， 50 ij三.80 ij三).噌減 (I:U

'~I分戸口表 i明治 15，16 IEll歪i 生，死亡除籍).人員，戸数

者1$1豆)}IJ人仁i及戸数 i明治 17，18 府県， 1日間， 区l~)

FfJ県年齢日Ij i明治 17. 18 府県 5 i!三未iiMlから 100年以Jこまで 5ij三百IJ

出生死亡就籍i除籍送
iり3治 17，18 府県

前年 (11:'11:1三，就籍，入籍，合計上全上(死亡，

入籍及寄:官l 除籍，送*什合計上寄留現在 CI:U需:留，入寄留)

El本全国民籍戸口表

本籍人・葉見・ 1!!r:~iî!';在監・合計，前年比較(増，

!聴)存li引lI¥l亙戸口表 明治 19 府県， 11ヨi霊1. 1亙tm 1)長)，人口百分比例(tl;~ .減)，現住人，戸数，

一戸数二人仁iノ比例(本籍人， JJ~住人)

※:明治 13年以降はいずれの統計J主l@も男女別
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ながら，明治初期には全国を統一的なフォーマットで網羅する人口統計が希少であることを考えると，

当時のマクロな人口分布を検討する上で，有用な見地を提供する資料といえよう

2) 1共武政表・徴発物件一覧表 j

「共武政表-徴発物件一覧表Jは 陸軍省参謀本部の調査に基づく同名の軍事統計を数点収録した

統計データである.共武政表は 1875j:1三(明治 8)から 1882年(明治 15)にかけて 41m，徴発物件一

覧表は 1884年(明治 17)から 1911{I三(明治 44)にかけて毎年，ないしは隔年で発行された 9) こ

れらのうち，本データに収録されているのは， 1第 41fi1共武政表(I:ij~ 治 14 jl三1)ヲ 1日前)J. 11明治 24

年徴発物件一覧表(I払台 23年 12月31日調)J. 1明治 30j=1三徴発物件一覧表(I明治 29jl三12月311:1前)J.

11汚治 34年徴発物件一覧表(明治 33j~三 12 月 31 日前)上「明治 40 年徴発物件一覧表(I明治 39j:1三12

月31日調)Jの5点である なお， 1明治 30j'l三徴発物件一覧表jには，向統計とともに作成された県

別の平均物1im表も i司i'l3;1されている

これらの寧事統計は 明治期における統計データとして優れた特徴を持つ.まず，全i認をカバーす

る調査に基づき作成されており，その刊行も定期的に行われている そして，その採録〕芸i13も人口か

ら農産物の生産量まで特定分野に限られたものではない こうした時空間的な連続性と採録項目の網

羅性を持つ近代統計は希少である 今津(1979) も指摘するように，向時期の他の統計には得難い貴

重なデータが多数収録されているため，多面的な利用が期待される統計といえよう

ただし明治期の頻繁な行政区画の変更を反映して その単位地域は年次開および採録項目 IT，IJで呉

なることが多い. また，採録;須iヨについても年次11司で頻繁に変更されており，年次開の比較について

は注意を要する 10) 一例として第 3表に f明治 24年徴発物件一覧表Jの採録項目を示しておく

前述したとおり， 1明治 24年行政界データjにおいて地図データと関連付けられた本データが間柱i

第 3表 I1明治 24年鍛発物件一覧表j採録項自

人仁!職業 i 建物 車両船舶 2 牛}~~馬具 3 農林水産物

93 I!i工 戸数 学校軒数 lヨ本71;完治 乗馬 玄米

女 桶工 戸坪数 学校坪数 日本政ijl} :~山可;}~、2ν 大麦

人夫 1:111工 宿舎P1:1坪数 製造所軒数 西洋型Ijyi船 駄，1~~ 小麦

!主的1 木挽Ji龍 官!嬬 製造所坪数 人力車 ~~I: } 裸麦

獣i歪 鞍工 倉庫棟 水エIH~ 荷車 且叫肢いとL 

病院l患者数 縫工 倉庫坪 病院軒数 牛車 曳具 味1I首

錦織工 j度棟 馬車 駄鞍 醤YsI

プミコ: j夜繋留，1~ 荷j詩車 漬物

船大工 寺軒数 1:1ü~干

石工 寺坪数 ~~~ 

鍛工 寺詣舎 葉

1) I1豆師J. 1獣i窒J.および「蹄鉄工j以下の職工の単位地域は1~í市7]IJ ，その他は問中?別

2) I1ヨ本31;舟j は 150石以上jと 150石以下J.I!号車jと「荷馬車Jは f一頭曳jと f二頭曳jに*1Il分される

3) 1乗馬J. I)~~}高J. 1駄馬J. 1想j:}~ßJ は I!仕上「雌J. 1合格J.1不合格jに*Ill分される



122 

されている.本データを GfS上で利用する場合は，こちらを利用されたい. また，本データを用い

て作成した統計地図は WEB上で、 f明治期社会経済地図jとして公開されている 11)

3) 1明治 33:，q三日本帝国人口動態統計j

I1明治 33:i':[三百本帝@]人口動態統計Jは，府県を単位地域として，婚女Itl，離婚，出生，死産，死亡を

tt~1Jや年 îìl全日 IJ に記録した統計データである. 1 El本辞個人口iliJJ態統計JI~I 体は 1898 年(明治 31) の

戸籍法改正を受け，翌年より内問統計局により毎年刊行された人口の動態統計である. これに収録さ

れる人口統計1<1，Tw出の「戸口調査jと向株に， 1結婚・離婚jや「出産・死亡Jなどによる戸籍の

加除からその数値を算出している(第 4表). この意味で，その人口は依然として本籍人口ではある

ものの，速水 (1992)も指摘するように，以前と比較して多分に人口学的内容を含むものとなっている

本データは府県を単位地域としており， ミクロスケールでの人口分布や人口動態の分析よりも，全

国レベルでの分析に効力を発印すると考えられる. また，当時の府県境界は，ほほ現在の府県境界と

向様である.そのため，本データと現在の府県境界の地I~I データとを関連付けて. GIS上で、利用する

ことも可能である

第 4表 ， 1明治 33 年日本帝国人口動態統計j 採録J~lIヨ

表番号 ]支 I~I ! 

第 1表 ff豊性現在地及本籍ニイ衣 1)分カチタ jレI:U':1ミ及死亡並婚家ノ現在地及本籍地ニ依リ分カチタル結婚

及離婚

第2表 夫ノ年齢ニ依 1)分カチタル結婚

第 3表 委ノ年齢ニ依 1)分カチタ jレ結婚

第4表 夫婦相互ノ年齢ニ依 1)分カチタル結婚

第 5去 月二依リ分カチタル結婚

第6表 結婚'iif，'1I寺ニ於ケル夫婦相互ノ配偶上ノ身分ニ依 1)分カチタ jレ結婚

第7表 離婚者相互ノ年齢ニ依 1) 分カチタルI)j!tftl~

第 8表 月二依 1) 分カチタルI~!í:婚

第9表 協議上ノ離婚及殺事j上ノ離婚

第 10表 夫婦トシテ経過シタル年月二依 1)分カチタル結婚

第 11表 髄七t及嫡J!!:出又ハ私生タル身分ニ依 1)分カチタル生産及死産

第 12表 挫性及月二依リ分カチタル生産及死産

第 13表 憾性嫡!正w又ハ私生タル身分及懐q2ノ月数ニ依リ分カチタル死産

第 14表 税体、生年及年齢ニ依リ分チタル死亡

第 15表 ff豊体及生年ニ依リ分チタル死亡

第 16表 時体及年齢ニ依 1)分チタ lレ死亡

第 17表 鵠性、年齢嫡JJ!:U:'I又ハ私生タ lレ身分ニ依 1)分カチタル五歳以下小児ノ死亡

第 18表 i部七t、原因及月ニ依リ分カチタル死亡

第 19]ミ 鵠性. mll~l 7.え年齢二{衣 1) 分カチタ jレ死亡

第20表 就籍及除籍

第 21表 明治三十三年中ニj詰出タル後見首11寺ノ推定年齢ニ依 1)分チタル棄児

第 22表 明治三十二年以前ノ生産

第 23表 明治三十二年ι前ノ死亡

第24表 明治三 1-二年以前ノ結婚離婚及死産

1) i殺性jとは性日IJを指す
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4) 11明治中HJJにおける総舶データベースJ

11明治1:1:1}切における船舶データベースJは 1886年(1明治 19) と 1887年(1舛治 20)に発行された汽

船表や船舶表などの市消~I に関する記録簿類を集成したものである.なお，本データベースは小野寺ilJI

(茨城大学教育学部)と渡辺英夫(秋田大学教育文化学部)により作成されたものであか両者の間二

可'を得て公開されている 12)

本データベースは自立公文書館に所蔵される各原資本!を利用して作成され，当時存在した I~I 内の船

舶に関する各都情報を記録している.なかでも. 1明治 19 年汽[i];:~ . IIV-L船データベースjは，汽船表-

11V1船表に海員調査表を対応させて記録されており，その利便性が高い(第 5表).本データベース所

収の各資料と明治則の河川交通に関する資料については 小肝寺(1988)が検討ーを加えている.個々

の資料の詳細については，こちらを参照されたい

車-3 大正W1'昭和nn統計データ

1) II~I勢部査データ j

「国勢調査データJは. 1920年(大正 9) に実施された「第 1llil国勢調査j と 1930il三(昭和 5) に

実施された「第 31豆i 匡i勢調査j の 2 編を収録している.前述の「明治~+n 1:1本全国統計データJと 11拘

第 5表 「明治1:1:IWJにおける船舶データベースj所収統計の概安

i i開i古19年汽船・帆船データベース

原りI!.: 汽船表 1 1眺船表海員調査表 2 (海軍省f.l~~政局海運誌編・発行)

採録項目: 都道府県，船~I，批進機，船主，住所，製造年月。製造地名.買入代償，船質，長 111m. 深，

載貨i契水首，載貨I!契水J毛 登 簿11頓数. EFI板数. IIIJL柱数，装 11札種類.I!!~力名}芯力実，炭!lîY容積.

所費炭料，定力尋常，走力全力.定繋j裁定航地方，テキスト，海員ljl名，職務，所有免許経

類，海員住所

2 1明治 19 年日本')1;五 r;ì f，ll~1 データベース

原 典 1 : :1本形船舶表! (海軍省艦政馬海運諜編・発行)

採録項目: 所管!聴名，図名.~llll~名，戸長役場所在urr村名1. 100石未iI<lii{;J(:i数.100石未満石数.100石以 !::.fiJr:l数，

100石以!こ石数.300石以上船数.300石以上石数.500石以上船数.500石以上石数，合oHlf:)数，

合計石数.411¥J未Iil1ii. 鮮、 i.¥{I，:m.、4間以上.ノト廻り舟 511¥1以上..61I¥Jtu二，合計，内閣文庫番号，

成立年代

3 明治 19年西洋形船妊iデータベース

原!N.: Imi羊形船先住宅Jf/<2 (:i!ill信省編・発行)

;采録項目: 本船番号，信号符字，船名，船質，綿具/装置. i者数，定繋J~l 長. 111高.i菜.製造地名，製造年月，

i21噸数.査簿!噸数，公;f~ij}.~~力，船主氏名，内問文庫番号，成立年代

4I予h治20ゴi三日本形・西洋形船舶データベース

j京 gl~ : 船舶表 :l (海軍省出立政局海運諜編・発行)

採録J頁自 所管}語名 !盟名. 11111~ 名. 1:ilq亙役所所在ilijl'rIUT+:J'~I. 戸長役場所在IllT村名，西洋形汽船. im洋

形l!Vl船， 日本形 50石以上.日本形 50石未満及浮i魚、舟海jll小IITI舟.倉庫j治水田耕作用船.水

災海備五位，小計，内閣文庫番号，成立年代

1) I釘j台1911三1月 11::1調 2)明j台19年 12月311::1調 3) I~iì台 20 年 12 月 31 1"::1調

小野寺(1988) より筆者作成
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治33年日本帝国人口統計Jが「戸口調査Jによる本籍人口統計であったのに対し. I国勢調査jは近

代的な人口学的見地から行われた，わがI~I初の現住人口統計で、ある.単位地域が府県・干11若11から市町

村レベルへと京!日常化され，その採録項目も職業分類別や出生地yJIjなどの現在の I~I勢調査に近い体裁が

1lS(られており，単位地域を走!=Iみ替えることによって，現在との比較検討も可能となろう(第 6表)

前述したように，本データには GISでの利用を期して，ポリゴン 10が付与されている この 10

を利用して地図データの「大正-昭和Wj行政界データ jと関連付けて GIS上で、表示させることが可

能となる 併せて利用されることを期待したい

2) I大正 9年日本帝国死因統計j

f大正 9年 EI本帝国死i玉i統計Jは. 1920年(大正 9) に発行された統計局編纂による向名の死1t;1統

計をI1又録したものである.本データには. Iff県を単位地j或として，大分類(12項目). 1:1::1分類 (61J~l 

@).小分類 (225 現 I~I )勾;に男女日Ijの死IEIが記録されている(第 7表).極めて詳細に細分された死

It;lが収録されている点が本データの特徴と言える. また，府県境域の地図データを併せて利用するこ

とで. GIS 上で、当時:の全 1~11:1~ な死因分布のj也j或去を検討することもできょう

3) I一大正 13i'j三鉄道輸送主要貨物数量j

f大_jE13 ij三鉄道輸送主要貨物数量Jは鉄道省運輸局作成による同名の貨物統計を収録した統計デー

タである 「大正 13 年鉄道輸送主要貨物数量j の原資料には府県 lJ Ijと !.~)UJIjの二種類の統計が収録され

第6表 「匡!勢調査データ」の採録1真自

第 1lfil国勢調査深録項目 l 第31m国勢調査採録項目 i

!止;市及び人口 人!こi

Iljj手IL江主!三人仁1(総数，男.-j;;) ，大正トIITjil三人仁1，

総数。普通'11l:;m:，準I1Y市(いずれも W:;庁i 人 大正九年人仁1，人口ノ増減(I~l プミ正ト四年至

仁Ikt数，男性人!三1，女性人仁1) Ilij手11五年)，人仁iノ増減(I~I 大正十四年至 11日

手1:1五年)

:fFiM l当日g，¥関係別人仁l

総数(14歳以下. 15-59 j氏 60歳以上)，男 (0

政， 1-5 i昆ふ13歳， 14歳， 15-16 i長 17-19i;& .. 
未婚.有配偶，死lJIJ，再生別(いずれも男女別)

20 NSi.， 21-24投 25-39j~長 40-59 歳. 60 j歳以

ト)女(:95にII!Jじ)

J[i故業(大分jm UJ生地日IJAI二i

総数.農業，水産業 JJl;業.工業. I荷業.交

i邑業.公務 I~I El:1去三その他の有業.家事使 自rlil1月判生， !i取材他r1iIIlT村生，他府!i早生， F'ヲ

Jil 人 ;11[[，職業(し吋~'tL もりj 女 ]JIJ 本業者.男女 地外生(し、ずれも総数，男，女)

)JIJ本業ナキ従属者j民家事使用人)

-~~--~~---~--- --~一 ~~ 
産業(大分類)

総数，農業?水産業，鉱業，工業，商業.交

通業，公務 I~I 1:1:1業，その他の有業，家事使

JrJ人 Jllr，職業(いずれも男女別)

1) :j幻瓜I);jは*1111]を表す
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第ア表 「大正 9:，q三日本帝国死 I~I統合I-J の採録項目

大分類 lヤ分類 小分類

総数 総数 総数

伝染性病及全身病 )]易窒扶Wr，発疹窒扶jり[，麻刺手IJTIE，1豆腐 Jf玉疹，括!紅熱， 13" 1:1 i安実布 67項lヨ
佐手IElE及格魯布，流行性!!0;'~I ， )fE.;Y!J WIJ，赤痢，百Wr篤， JJilit;!fl 

脳膜炎， )j詰結核，雨他の!臓器のお!;核，婦11.梅毒， UI~他の伝染性病，二口

品病，縮，格以外の悪性新生物，婁Jf:1(質 J~r性疾患.相手気，糖尿病，前他

の営養変調の疾，:;1;0" lil~他の全身病

子111経疾患 急性及慢性アルコホル1:1:1毒，脳膜炎，JJi五U:')Jfjl及脳軟化，妊娠，産に l~lせ 22項目

さる子:Jiis及小児の吉iiJG，南他のネ111経系の疾患

JÍll行出1~ミ忠 心臓の器質的疾患， í:I~他の JíJL行器の1~~.忠 9m@ 

11乎i投器疾j 急1:lt気管支炎慢性気管支炎， )]ili炎及気管支Jlili炎， ííl~他の呼吸器の疾患 13 Jfll~1 

消化器疾患 胃の疾患，下痢及JJ場炎，程百し十二指腸品病，品様垂炎及JJ易骨過蜂果織炎， 20 }頁目

)J見 JJ易及)J易管掛IT~% (ょうそく)，月刊誌硬化，前他の消化器の疾患

泌尿器及生殖器の疾患 腹膜炎(産にi玉iするものを除く)，腎臓炎及ブライト氏病，爾他の泌尿器 9 Jl~ I~I 

及男子生殖器の疾患

妊娠及産 婦人生殖器の疾患，産辱熱， iisJ他の妊娠及産にi玉iする疾患 15項iヨ

皮j蕎及運動器の疾患 j支Jl普及運動器の疾患 8J貫目

111奇形及幼年 Il í奇 31~及先天性弱質，幼児に国有なる疾j 5 J京iヨ

老年 老衰 l 項 I~J

外i玉iに依る死 I~ 殺， 仁!こI君主， íll~1lli の夕、ト i玉Hこ I~I る死 54 J頁 I~I

不明の診断及不詳のUlll~1 不 I~:J の診断， )Jjll玉!不詳 2 Jfll~1 

ており，本データに収録されるのは前者である(第 51~1) 発地・着地別に以下の 42分類の貨物輸送

量が記載される

f米，萎類，大豆，雑穀，生tJ藷，生馬鈴薯，生野菜， ~:Ij 儲，其の他の果物類，薬製品，木材類，木炭，

薪，石材，砂利，石炭，鍍，街ii物，石油類，餓及~l社海，塩乾魚 j舌鮮魚，小萎粉，砂糖類 1床 11首醤

~ll1 ， j~Ti陸上 肥料，人造肥料，大豆*I~I ， 1:台、)J巴，その他肥料，キijj類，キi株主，綿織物類，セメント類，陶器

類，パルプ，和紙，洋紙， J:設及銅製 i罪I~Jt 機械類J

杉山 (1979)が指摘するように，本データは大正J1;J]のj奇県!?なの貨物の移動状況や主要商品の生産地

と消費地!M]の結合関係を全国的に鮮fllf段で、きる有用性の高い資料で、ある

m -4 WebGIS 

「歴史地域統計データ Jの公開と平行して，その公開データを利用した複数の WebGlSが開発・公

開されている.これらのシステム構成や使用方法については，村U-I.尾野(1998) や村山(1999a，

b) による詳細な解説やそれぞれの使用マニュアルがあるため，本稿では簡便な紹介にとどめておく

2007年 2月現在， I歴史地j或統計データ Jに関連する WebGISは「行政IKTIITi変遷 WebGlSJ1:3) I歴史

統計インターネット GISJ14)， I明治期府県別統計 WebGlSJ15) I交通流動の WebGISJ16)の 4つで

ある(第 8表)

「行政区画変遷 WebGlSJは，前述の「行政界変遷データベースjと平成 7年 国勢調査I!fj"丁-字等
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第 5菌 「大n::13 :{j二鉄道輸送主要貨物数量j

別地問(J完j或)データ」とを干IJ):IJし明治仁I:IWJ以降のrliIIIJi:J界の変選を地図表示する(第 61ZI) 17) 

本 WebGISは，任意の年次の行政IRi面iを表示できるほか，当該il三次のnill川、J1=1の表示や現在の11ITT::j:.

界とのーヨ，(ね合わせ表示も可{iをで、ある. また. 1889 ilミ(明治 22) から 2006 年(工IZJ~ 18) までの市IlIl村

界の変遷をアニメーション表示することもできる

「行政区画変遷 WebGISJが地l;glデータの表示のみなのに対し.r歴史統計インターネット GISJ.11明

治WJ府県JJIj統計 WebGlSJ. 1交通流動の WebGlSJは.ユーザーに地図データだけではなく，具体的

な 統 計 デ ー タ を提供し主題図作成や合分析結 果の地衣示を可能にするまず.1歴史統計インター

ネット GISJは，前述の「共武政表・徴発物件一覧表jと「国勢調査データ Jを統計データとして利

用している 本 WebGISでは.コロプレス Izlと円ドット Izlによる主題Izl作成の他，属性検索，空!問分

析. グラフイ乍成の各機能が提供されている(第 7Izl). なかでも，空間分析機能では，基本統計量の

第8表 I!s'史地域統計データjと関連する WebGIS

名称 (史JJ'Jデータ 一吋凡一!
 

1
S
ト一二

3
-
P
 

一一一

一
い
印
へ;
 
;
 

一
山
川
U

j
 i
 

j
 i
 

i
 

一

hH叶 その他の機能

!「…デ タベースJ ~アニメ シヨンf]:i1支IKiilli変i翌¥VcbGIS 円三j五7ije @l勢市liJ査IIIT丁字等)JIj Tn'IIIT~::J 

地問 (j\j~H) データ j
オ-r:ーレイ

I-)Uï.~政去 i故発物件一覧表J コロプレス 1~1
属性検索

}毘!)2Mei;1守 WcbGlS
I1主i勢調査データj

i¥llllTl.J 
円ドット I~l

さと!M]分析

グラフ作!主

iりJ治WJJ手HRiJIjMe計 WcbGIS 1:11:武政去 lJ'~~討知子十一覧表」 !布:りfL コロプレス I~! 11~1 別属性表示

交必流動の WebGIS 「大iL13 ~r:.鉄道輸送主安貨物数量」 Iff県 流動 I~!
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第 6図 「行政区画変遷 WebGISJ

第 7図 「歴史統計インターネット GISJ

算出に加えて， 1m帰分析と因子分析の実行，および分析結果の地図化が可能である

Illj=J i台Hjj府県 ~U統計 WebGISJ は「共武政表-徴発物件一覧表J を利用し Ilj=J 治初期から明治末期

(1878-1912 年)の人口や戸数などの府県別主illil~1 を表示する WebGlS である(第 8@) その主題 I~J

の表示方法はコロプレス I~I (等問問・等量)のみであり， I歴史統計インターネット GISJのような

高度な空間分析機能は実装されていない. また， :{:I三次IM'Jで採録項目に差異がある点に注意、したい.

「交通流動の WebGISJ は「大正 13{I三鉄道輸送主要貨物数量j をF!=Jしヨた WebGlSである 本
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第 9~ i交通流動の WebGISJ

WebGISでは， I大正 13iF鉄道jl1出送主安貨物数量Jに掲載される 42分類の貨物に対し，発着地，流

動方向，流動Z;ーなどを走11み合わせて流動Izlを作成できる(第 91Zl). また，ベクトルIzlのようなユニー

クなIzlも描写で、き.複雑な主題Izlを対話的に作成できる点が本 WebGlSの特徴と言えよう
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ν 今後の課題

}j、上， 1歴史地域統計データ jの整備状況を検討した.富民iに述べたように，本データベースの

意義は入手. I$~J 覧の困難な近代統計を汎)，I=J なデジタルデータとして WEB 上に公開した点，そして，

GISをj召し】た統計データの空間分析を惣定し独自に作成した地図データを供与している点にある

特に後者について言えば 地図データを統計データと同時に公開しているデータベースは数少ない

この点から，本データベースは，近代統計をJ=FJv 1た空間分析の深化に十分な意義を持つものと考えら

れる

今後の i1恋史地域統計データjの諜題は，公開統計データに適した地IZlデータの作成と新規統計デー

タの追加の 2点である nlT者については，すで、に「大正・昭和期行政界データ jと11明治 24年行政界デー

タ j が公開されている.また，地図データのない統計データに関しては，利用者 I~I らが「行政界変選

データベースJを活用して任意の年次の市IUT村界地図を作成することも可能である. しかし利用者

の使を考えた場合，統計データと当該年次の地図データとをセットで公開することが望ましい この

点、については今後の課題としたい

後者に関しては，現在「府県統計書Jの公開に向けた準備作業が開始されている 「府県統計書Jは，

1883 il三(明治 16)の「府県統計書掠式Jの布達により全国的に統ーされた採録項目をもっ)有県毎の

近代統計で、ある その採録項目は，土地，産業，物価，交通など網羅IJ9に収録されており，単位地域

も市;HI~単位または I I!T村単位で編纂されているため，汎用性の高い統計といえる.現在はパイロット版

として明治期の「茨城県統計書jのデジタル化および地図データの作成を行っており，完成次第，公

I~日の予定である

本稿をまとめるにあたって，多 1~11:j(J統計テ、ータパンクプロジェクト(筑波大学社会工学系)の研究助成を利用

した.記して御礼を申しJ::.tfます

1) http://giswin.geo.tsukuba.ac.jp/teacher/murayama/ 

datalist.htm 

2) http://giswin.geo.tsukuba.ac.j p/teacher/mu日 yamal

internetgis.html 

3) http://www.nature.tsukuba.ac.jp/%7Emurayama/form/ 

inputform.html 

4) http://www.nature.tsukuba.ac.jp/% 7Emurayamal 

downloadl 

5) 各年次の雌詑~fI::業には，太m ・芭)11 (1995)のほか，

太田・ TmJ 11 ( 1996) ， 1:1 本加 Ilh~ lJ!1版株式会社出版部

市IIIT村自治研究会(1998).国土地理協会 (2002)

を参照した.

6) i平成 7年 国勢調査 IHT了・字等別地図(境域)デー

土中

タjは，東京大学空間情報科学研究センターの空

間データ利用を伴う共同研究(共同研究番号 36)

によりその{共与を受けた

7) ただし平成 7年時点の11IJ・了字界をベースとして

作成されているため，本データベースの!日市1l8'~、j

界は，かならずしも当時を精級に再現していると

は限らない点に留意されたい.本データベースを

j若いて作成した市I!汀村界の精度については，藤田

ほか (2006) に詳しい.また，本データを用いた

IElilil!可村界の GIS上での再現については，上江洲

(2006)がその手法を紹介している

8) i平成 12年国勢調査 118'了・字等7JIJ地図(境域)デー

タjは，東京大学空間情報科学研究センターの空
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IMJデータ利用を伴う共同研究(共同研究番号 67)

によりその供与を受けた

9) 1徴発物件一覧表Jは 1901年 (1明治 34) より f被

発物件表j と改!tきされているが，採録立を目に大き

な変化はない また，同年より「徴発物件表Jの

概 !t2~ として「陸軍徴発物件表~:覧j が焔年発行さ

れている

10) 各11二の単位地域と採録項目については 1:1:1;事

(1985) による解題ゃ梅村ほか(1983) を参考にさ

tLたし¥

11) hll p:/ / gisw i n .gco. tSlIk llba .ac.j p!tcachcr/m urayama/ 

slidc.hlml 

12) 本データベースの公1mにあたり，文部科学省宇!

学問究費研究成果促進費(データベース)I1明治

大正期人口統計一地図情報J(liJI究代表者十llJI祐司

研究分担者:小野寺淳)を使用した

13) http://giswin.geo.tsukll ba.ac.j p/teachcrlm urayama/ 

boundary/ 

14) http://giswin.gco.tsukuba.ac.jp/tcachcr/murayama/gis/ 

15) hllp:1 /giswin .gco. IS11k u ba.ac.jp/wcbsi tc/j apanmjl 

vicwcr.hlm 

16) http://giswin.gco.1Suk u ba.ac.j p/lcachcr/mllrayama/ 

日owl

17) 本 WcbGISの構築にあたっては，平成 16年度文

部科学省・データパンク形成事業費「多 I~I 的統計

データパンクよ (財) 1主仁仁地理!協会・平成 15年度

研究助成「行政界変i翠の地図表示システム jおよ

び平成 14年度科iiJf資・研究成果公開促進資(デー

タベース)1明治WJ以降行政界変選デジタル地IzlJ

によるiiJI究費を使用した.なお，本 WcbGISの作成

過程については上江洲ほか (2006a. 2006b) に詳

しし、

参考文献
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The Arrangenlent of "Historical Regional Statistical Data" 

and its Future View. 

MURAYAMA Yuji and WATANABE Hiromasa* 

The purpose of this stucly is to examine the current status of the website， "I-listorical 1なgionalstatistical clata" 

The allthors have openecl the website "Historical regional statistical clata" on internet to offel・Pllblicsome digital 

clata of .lapanese moclern statistics since 2004. In .lapan， many moclern statistics have been clocumented since 

Meiji era ancl we can see thel11 today in some libraries. Although these statistics give lIS valuable geographical 

ancl historical clata， they have difficulties in access ancl processing. By technical aclvancel11ent of GIS， these 

cli1'ficulties、especiallyclata processing have been resolvecl graclually "Historical regional statistical clata" can 

contribute spatial analysis 01' Modern statistics by using GIS. 

As of 2007， "Historical regional statistical clata" has three map data and eight statistical data in .lapanese 

modern era. A11 these are accessible to anyone who have authorization password on the internet. In addition to 

these services， the authors offer four WebG1S using data from "HistOl・icalreQ:ional statistical data". If no GIS b "~，，. .. ~'" '''~.~..~C... ~b 

application like ArcGIS， users can l11ake historical map ancl analysis spatial distribution easily and interactively 

with ¥ヘ/ebGIS.

When future tasks of "Historical regional statistical data" are examined， we can point out two tasks. First is to 

process more cligital maps which are usable ¥vith statistics data. In "I-listorical regional statistical data"， there are 

some staristical data ¥vhich clOlU have relation to map clata or have no map clata. It might be convenient 1'or users 

to be able to purchase map clata and statistical clata乱sclatasets. Second is to open new statistical clata to public. 

At the present time， we are working at pl・ocessing.lapanese moclern prefectural statistics， "Fuken-tokeisyo". This 

bete1 version will be upclatecl on the ¥vebsite soon 

Keyworcls: "Historical regional statistical data"， Moclern statistics， GIS， WebGIS 

* Graduale sludenl、dOCIoralprogram in life and environmcnlal sciences 
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